
 

令和８年７月 21 日 

自治会・町内会会長 各位 

社会福祉法人

横浜市栄区社会福祉協議会 

会 長 田 中 健 次  

(社福)横浜市栄区社会福祉協議会 

令和７年度 事業報告・決算 令和８年度 事業計画・予算 概要版について（送付） 

時下 ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

日頃より、本会事業の推進につきまして、ご尽力賜り厚くお礼申しあげます。 

さて、標記について、栄区社会福祉協議会が取り組んでいる事業等を概要版としてまと

めておりますので、お目通しいただければ幸いです。 

なお、詳細につきましてはホームページに掲載しておりますので概要版に記載のある二

次元コードよりご確認いただければと思います。 

 本年度も引き続き、本会に関わる事業等へのご支援ご協力のほど、よろしくお願い申し

あげます。 

担当：山川・安田（加） 

住所：栄区桂町２７９－２９ 

TEL：８９４－８５２１ 

FAX：８９２－８９７４ 



身近な地域における支援体制の強化

重 点 取 組

子どもとその世帯の未来を育む支援

災害時を想定した具体的な準備

令和8年度 予算概要

部会・分科会の具体的活動の実践

業務の効率化とともに、組織の柔軟な対応力の強化

社会福祉法人　横浜市栄区社会福祉協議会
横浜市栄区桂町279-29 　TEL 045-894-8521　FAX 045-892-8974

URL: https://www.sakaeku-shakyo.jp

地区別リーフレット

令和８年４月から始まる「第５期さかえ・つながるプラン」の理念
や、計画完成までの想いを共有し、計画の内容を紹介することを目的
に開催しました。
　　　　　　　　　　　　
　　日時：令和8年3月7日（土）　13：30～15：30　
　　場所：栄公会堂　　　参加者：133名
　  　　　　　　　　　　　　

【第1部】基調講演・講評 
 　講師：ラミレス 美保氏
　　　　　（一般社団法人VAMOS TOGETHER代表理事） 
    　　　渡辺 裕一氏
　　　　　（武蔵野大学 人間科学部 社会福祉学科 教授）
    内容：ラミレス家の地域での暮らし、経験談などを通して、
             誰もが安心・ 安全に暮らせる地域社会の大切さに
　　　　 ついて伝えました。

【第２部】地区別計画発表
 　各地区代表者より第５期地区別計画の概要と取組内容の紹介　
　  

　子どもの健やかな育ちを支援する取り組みとして、地域を基盤とした多様な関係機関との協働を推進します。ま
た、子どもの育ち及びその家庭を支える新たな事業を支援するための助成金を活用し、支援の輪を広げます。

　部会・分科会員、特に社会福祉施設と地域をつなげる働きかけを強化し、社協会員のつながりを活かした地域づ
くりを進めます。本会未加入団体については、引き続き社協の事業PRとともに入会活動を積極的に行います。

　 災害時を想定し、災害ボランティアセンターの運営を本会職員が中心となり進められるよう、シミュレーショ
ン訓練等を活用し、職員のスキルアップを図ります。また、行政と災害時の連携について再確認を進めるととも
に、各関係機関との顔の見える関係づくりを進めます。

事業計画 令和
８年度

●地区社協活動の推進
　　地区社協の役割や存在意義について、日頃からの課題解決に向けた対話や実践を通して組織の強化を進めます。
　　住民の地区社協事業への理解や新たな担い手を確保・育成できるよう、地区社協役員とともに取り組みます。
●地域資源のコーディネート
　　地域を支えるネットワークの仲間である社会福祉法人や施設、企業とのつながりを引き続き強化し、区域で行っ　
　ていたフードパントリー事業を転換し、地域の中で食を通じたつながりづくりが行えるよう支援します。

令和8年度も 地域の皆さまと 共に 支えあえる地域づくりに 取り組んでまいります

今年度は、『第5期栄区地域福祉保健計画　さかえ・つながるプラン』の推進初年度となります。
栄区社協においてもつながるプランと連動して事業を実施するとともに、地区別計画の推進においても地域の
皆様をはじめ関係機関と連携し「みんなが支えあい安全・安心を感じるまち  さかえ」の実現を目指します。

事業計画・予算詳細は
ホームページからご覧ください

収 入 支 出

※グラフは、予備費・繰入金収支を除く

【収入】77,310,000円
　　　　前年度繰越金
　　　　22,769,000円含む
【支出】77,310,000円

https://sakaeku-shakyo.jp/budget/

　問題・課題の多様化とともに、本会事業の幅・量ともに年々広がっている状況です。柔軟で起動力のある“社協
らしさ“を発揮するために、内容の重なる各種会議や連絡会等を統一するなど、業務の効率化を見据えながら事業
を展開してまいります。

横浜市栄区社会福祉協議会 令和7年度事業報告・決算 および 令和8年度事業計画・予算を
わかりやすく　概要版としてまとめました。

社会福祉法人

横浜市栄区社会福祉協議会

令和7年度事業報告・決算 / 令和8年度事業計画・予算　概要版

何した？ 何する？

栄区社協
令和
7年度
→8年度

The Council of Social Welfare ／ SAKAE-ward, Yokohama

サカエ ク シャ キョウ

第5期　さかえ・つながるプラン(地域福祉保健計画)が
完成しました　～さかえ・つながるフォーラム～

【全体版冊子】　※表紙は栄区民まつり（令和７年11月開催）での来場者アンケート結果１番人気のデザインを採用

https://sakaeku-shakyo.jp/businessreport/


小地域活動の推進

●移動販売の実施・支援：　22カ所
●タクシー会社との連携による『あいタク』の実施
　活用状況　4地区6団体107名　／　車両数40台
●地域の人材発掘の取組：　
　Life Academy ＠sakae　4期生 スマホボランティア講座  全5回 　17名参加
　   　　　　　　　　　　   1～4期生　交流会　35名参加  他

生活支援体制整備事業

助成金等配分事業

障害児・者支援関連事業

「ピアハッピィ 栄」の運営

ボランティア活動の推進・支援

相 談 事 業

そ の 他

令和 7年度  決算概要

●生活福祉資金貸付事業
　特例貸付事業
　（緊急小口・総合支援）　相談件数　205件
　生活福祉資金貸付事業
　　相談件数　延べ1,179件　
　　初回相談件数　121件 / 決定件数   18件
●生活困窮世帯等への支援
　支援実績　94件
●小災害緊急援護事業　対象の被災世帯7件 
●行旅病人等低所得者援護事業　給付金額870円　3件

●活動費・福祉推進事業助成金の交付
　７地区　1,270,000円﻿　
●会長会、事務局長会の開催
●地区社協交流会
●地区社協研修会　23名参加
　「困りごとを他人ごとにしないために
　　～栄区フードパントリー参加世帯を
　　　　　　　モデルに事例から」
　　　　　　

●拠点の管理・運営
　利用登録団体　88団体　/　利用回数　1,981回（延べ）
●大型モニターやデジタルサイネージの設置

『LifeAcademy@sakae　
Googleレンズ講座』

●策定・推進会議の開催（３回）
●意見募集「第5期さかえ・つながるプランの素案について」
●地区支援チーム会議、地区支えあい連絡会等への出席

●障害者週間キャンペーン　
　街頭キャンペーン　９団体43名参加　
●「小さなアーティスト展」開催　来場者数　延べ430名
●福祉施設製品の販路拡大や交流を目的とした
　　　　　　　　　　　　　　　移動販売事業との連携　

多様な機関と連携した取組

●栄区フードパントリー
   全2回（7月・12月）　参加者110 世帯
　寄付総数3,596点　
●フードドライブweekの実施
　 全2回（7月・11～12月）　
　 協力19施設・団体、地域住民　等
●子どもの居場所活動団体連絡会
●企業と連携した取組の実施
・キオクシア株式会社が開発している「クイズAI」を各地域
　ケアプラザと連携し、区内で展開
・株式会社リベラックによる荷物の配送等での地域貢献の
　コーディネート
・日東興産株式会社（鎌倉自動車学校）や、株式会社神奈中
　スポーツデザイン（野天湯本 湯快爽快たや）と地域福祉
　推進における連携について検討

●寄託金品受入状況
　総件数　24件　/　総額　591,689円

善意銀行の運営

●ボランティア団体・障害当事者団体・施設等へ配分
　助成団体数　71団体　/　総額　5,949,000円

さかえ　ふれあい助成金事業

令和7年度は次の事業を行いました（一部抜粋）

事業報告

地区社協支援事業

『さかえ・つながるプラン』の推進

移動情報センター事業

●相談受付数　51件
●支援対象者登録数　38名
●ガイドボランティア登録者数　59名
●ガイドボランティア交流会、推進会議、
　ケース支援情報交換会の開催
●移動情報センター周知活動

支援関連事業
●年末たすけあい助成金事業
　助成団体数　11団体　/　総額　506,000円
●団体会員助成金事業
　助成団体数　23団体　/　総額　400,000円
●栄区みらいハグくむ助成金事業
　助成団体数　 5団体（うち新規4団体）
　　　　　　　　　　　/　総額　970,000円
　　　　　　　　

独自の助成金事業

ボランティアセンター運営事業

災害シミュレーション事業

●各種分科会・部会の開催
●理事会・評議員会等の開催
●会員
　正会員　129
　賛助会員　個人　190口
　　　　　　法人　24法人40口

法人運営

●栄区社協あんしんセンター
　契約件数　40件（新規　3件/　終了　13件）
　相談・訪問等支援回数　2,818回
●市民後見人バンク登録者および受任者への活動支援
●ヨコハマあんしん登録（情報登録事業　横浜市実施）の
　入力支援業務

●「第37回栄区社会福祉大会」の開催
　ボランティア活動功労８名９団体
　福祉団体自主活動功労２名
●「さかえ区社協だより」の発行（１回）

広報啓発事業

各種福祉援護事業

●ボランティア登録者数
　団体　･･･　新規　15団体／累計　191団体
　個人　･･･　新規　46名 ／累計　191名
●ボランティアの依頼を受けた件数　 33件　　調整件数　181件
●ボランティアニーズの把握
●ボランティアの育成・支援
　音声訳入門講座（８回連続講座）延べ94名参加
　手話入門講座（協力　6回連続講座）　延べ36名参加
●ボランティア情報紙「そら」の発行　２回
●「デザートdeボランティア診断」ホームページ掲載
●ホームページにボランティア団体紹介

●災害ボランティアセンター協定の2者への変更
●横浜栄・防災ボランティアネットワークとの協働
●防災を考える会・さかえとの連携
●栄区地域防災拠点運営委員会連絡協議会への参加
●シミュレーション事業の実施
　栄区震災対策本部運営訓練
　災害ボランティアセンター設置運営訓練
●災害ボランティアの啓発・研修会
　

令和
７年度

災害ボランティア活動の強化

●福祉教育に関する相談調整　
　小学校10件／中学校２件／団体等2件

福祉教育の推進

権利擁護事業

事業報告・決算詳細は
ホームページからご覧ください

収 入 支 出

※グラフは、前年度繰越金・繰入金収支を除く

【収入】78,405,274円
　　　　前年度繰越金
　　　　25,616,788円含む
【支出】78,405,274円
　　　　次年度繰越金
　　　　25,434,051円含む

https://sakaeku-shakyo.jp/businessreport/

福祉関係団体への運営協力・支援

区社協が事務局を担っている福祉関係６団体への協力
①社会福祉法人神奈川県共同募金会横浜市栄区支会
②日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部栄区地区委員会
③栄保護司会
④栄区更生保護女性会
⑤栄区更生保護協会
⑥栄区遺族会

災害ボランティア
シミュレーション事業

『移動販売』

https://yokohamashakyo00.cybozu.com/g/mail/send.csp?to=LifeAcademy%40sakae
https://sakaeku-shakyo.jp/businessreport/

